
３
月
13
日
、
春
闘
勝
利
を

め
ざ
す
『
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
』

が
県
内
３
カ
所
（
写
真
上
か

ら
新
居
浜
・
松
山
・
内
子
）

で
開
か
れ
、
合
計
約
２
０
０

人
が
参
加
。
各
集
会
と
も

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
を
！
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
の
実
現
め
ざ
そ
う
！
」
と

集
会
宣
言
を
確
認
し
、
市
内

町
内
を
デ
モ
行
進
し
て
住
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

３
月
17
日
《
２
０
１
６
春

闘
・
全
国
統
一
行
動
》
で
、

松
山
地
域
で
は
、
早
朝
始
業

時
に
『
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産

業
本
部
ス
ト
ラ
イ
キ
』
支
援

行
動
（
写
真
上
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支

店
前
）
、
昼
休
み
『
愛
媛
食

健
連
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
反
対
宣
伝

行
動
』
（
写
真
中
／
坊
っ
ち
ゃ

ん
広
場
）
、
夕
方
『
春
闘
決

起
集
会
＆
デ
モ
』
（
写
真
下

／
松
山
市
駅
前
→
大
街
道
）

が
実
施
さ
れ
、
民
間
労
組
・

公
務
労
組
・
住
民
団
体
が
共

同
で
行
動
し
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
２
月
か
ら

『
み
ん
な
の
安
心
共
済
実
感

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。
執
行
委
員
会

や
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
説

明
会
で
「
『
組
合
員
み
ん
な

の
安
心
・
支
え
あ
い
』
の
と

り
く
み
で
す
。
み
な
さ
ん
全

員
の
協
力
を
」
と
訴
え
、
組

合
役
員
が
各
職
場
で
加
入
を

呼
び
か
け
。
「
共
済
加
入
申

込
書
」
が
職
場
役
員
な
ど
か

ら
届
き
、
３
月
末
日
に
は
既

加
入
者
＋
新
規
加
入
者
（
健

康
告
知
該
当
含
む
）
で
現
業

分
会
組
合
員
の
85
％
を
超
え

健
康
告
知
該
当
者
も
加
入
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
職

場
で
共
済
加
入
を
訴
え
た
」

「
助
け
あ
い
の
協
力
を
よ
び

か
け
、
全
員
と
対
話
す
る
組

合
ら
し
い
活
動
だ
っ
た
」
な

ど
の
意
見
と
「
話
し
て
な
い

組
合
員
を
な
く
そ
う
」
「
こ

の
機
会
に
組
合
に
入
っ
て
共

済
も
入
ろ
う
と
声
を
か
け
よ

う
」
と
『
チ
ラ
シ
』
を
職
場

で
配
布
し
、
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
き
っ
か
け
に
組
合
加
入

を
広
げ
る
と
り
く
み
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

（１） 第４７１号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 ４月１５日

第 ４７１ 号

日 程

【４月】
10 保育部会幹事会
16 県本部拡大執行委員会

中予総支部代表者会議
16 青年部幹事会・愛媛労連

青年部新入組合員歓迎会
21 東予総支部会議（新居浜）
23 伊方原発再稼働を許さな

い全国集会（松山堀之内）

【５月】
１ メーデー集会（各地域）
３ 愛媛憲法集会（松山）
８ 国民平和大行進

（高知県→愛南町）
11 県自治体問題研究所総会
13 自治労連中央委員会

（福島～14）
14 県本部野球大会（今治）
17 県本部拡大執行委員会
18 元周病職員裁判（高松）
19 医療要求中央行動（東京）
20 夏季要求中央行動（東京）
21 四国保育合同研究集会

（高知～22）
22 国民平和大行進

（四国中央市→香川県）

３月９日『春闘中央行動』同日、自治労連四国ブロックは『総務省要請』を実

施。組合側から、①地域手当は職務給原則に反する、②2015人勧準拠では官民格

差が解消されない、③標準評価者の勤勉手当支給率を下げるのは制度目的＝職員

のモチベーション向上に反する、④非正規の再度の任用時に職務内容や責任度合

よる賃金報酬変更が行われないのは適正か、⑤産休取得を理由に再度の任用を行

わないのは適正か、⑥行政の継続性や組織の新陳代謝・年齢構成不均衡是正等のための新規採用が必要ではないか―

など「職場の声」や単組交渉での「組合主張」を示し、総務省の「見解・考え方」を求めました。

《地域手当》では、国との均衡を言う総務省に対し「四国の自治体はほとんどラス100以下だ。国との均衡だけでは

水準低下・格差拡大にしかならない」と追及。《人事評価制度》では、「職員への十分な周知と理解をふまえ進める

ことが重要」とする総務省に、「標準の評価を受けて勤勉手当が下がるのでは『職員の納得性』も『制度の信頼感』

も下がることになる」と職場の声を伝えました。《職員採用》では、総務省は「地域の実状にそった自治体の判断」

としながら、組合側が示した「行政の継続性や組織の新陳代謝・年齢構成不均衡是正、新たな行政ニーズや地方創生

への対応等による新規採用の必要性」は否定しませんでした。《非正規職員の処遇》では、総務省は「自治体の判断」

としつつ「『H26.7総務省通知』をふまえた適切な運用が図られるよう助言する」としました。



新
居
浜
市
職
労
は
３
月
13

日
、
恒
例
の
「
婦
人
部
い
ち

ご
狩
り
」
を
西
条
市
で
開
催

し
、
家
族
ぐ
る
み
で
89
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
集

合
写
真
を
撮
っ
て
、
完
熟
し

て
い
る
い
ち
ご
の
見
分
け
方

を
教
え
て
も
ら
い
「
い
ち
ご

狩
り
」
ス
タ
ー
ト
。
大
人
も

子
ど
も
も
『
あ
ま
～
い
！
い

ち
ご
』
に
夢
中
に
。
あ
た
た

か
い
『
イ
ノ
シ
シ
汁
』
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
疲
れ
た
ら
美

味
し
い
イ
ノ
シ
シ
汁
で
ひ
と

休
み
。
持
ち
帰
り
用
の
パ
ッ

ク
に
い
ち
ご
を
詰
め
て
お
土

産
に
！
み
ん
な
大
満
足
の
い

ち
ご
狩
り
で
し
た
。

内
子
町
職
は
３
月
６
日

「
職
員
組
合
親
睦
旅
行
」
に

18
人
が
参
加
。
旅
先
の
高
知

で
『
カ
ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
体

験
』
『
龍
馬
記
念
館
』
『
大

正
町
市
場
』
を
訪
問
し
、
車

中
で
は
ク
イ
ズ
な
ど
で
交
流
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
外
な

一
面
な
ど
も
知
り
、
親
睦
を

深
め
充
実
し
た
１
日
で
し
た
。

西
条
市
職
労
は
３
月
７
日

「
保
育
部
研
修
会
」
を
開
催

し
、
市
内
の
公
立
・
私
立
保

育
園
・
幼
稚
園
か
ら
１
４
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

の
大
豆
生
田
啓
友
さ
ん
（
お

お
ま
め
う
だ
ひ
ろ
と
も
・
玉

川
大
学
教
授
）
の
『
い
ま
、

求
め
ら
れ
る
保
育
の
質
』
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
話
を
聞
い
て
心
が
わ

く
わ
く
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
会
う
の
が
楽
し
み
」
「
子

ど
も
の
見
方
の
話
に
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
た
」
「
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ
、
保
育
の
魅
力

が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

た
な
ぁ
～
と
反
省
」
「
保
育

は
子
守
で
は
な
い
！
プ
ロ
と

い
う
意
識
を
も
う
一
度
強
く

持
ち
た
い
と
思
っ
た
」
「
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
い
と
思
え

る
保
育
を
し
た
い
」
「
子
ど

も
の
こ
と
を
し
っ
か
り
見
る

こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に
関

わ
る
と
感
じ
た
」
「
自
分
の

保
育
を
見
つ
め
直
す
い
い
キ
ッ

カ
ケ
に
な
っ
た
」
な
ど
な
ど
、

前
向
き
な
感
想
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
女
性
部
は
２

月
20
日
、
城
川
自
然
牧
場
の

奥
村
工
場
長
を
講
師
に
「
ウ

イ
ン
ナ
ー
作
り
教
室
」
を
開

催
し
23
人
（
う
ち
子
ど
も
13

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
ど
ん
な
味
に
仕
上
が
る

か
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
工
場

持
参
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
試
食
。

ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る

も
の
と
は
違
っ
た
風
味
で
、

み
ん
な
が
「
お
い
し
い
」
の

声
。
そ
の
後
、
県
内
産
の
豚

肉
に
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た

調
味
料
を
加
え
、
温
度
を
上

げ
な
い
よ
う
氷
を
混
ぜ
、
白
っ

ぽ
く
な
る
ま
で
さ
ら
に
混
ぜ

あ
わ
せ
ま
し
た
。
主
な
作
業

は
子
ど
も
た
ち
が
行
い
、
大

人
は
見
守
り
ま
す
。
難
し
い

腸
づ
め
作
業
の
あ
と
、
ボ
イ

ル
を
し
て
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
年
度
末
に
さ
し
か
か
り
、

慌
た
だ
し
い
な
か
で
の
開
催

で
し
た
が
、
組
合
員
同
志
の

親
睦
を
深
め
、
親
子
で
食
の

大
切
さ
、
作
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

伊
予
市
職
労
は
３
月
16
日

「
保
育
部
実
技
研
修
会
」
を

開
催
し
54
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
『
自
家
焙
煎
珈
琲
と

ケ
ー
キ
』
か
『
多
肉
植
物
の

寄
せ
植
え
』
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
金
井
保
育
部
長
は

じ
め
役
員
の
誘
導
で
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
。
『
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
』

で
は
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
と
水
平

線
に
沈
む
夕
陽
を
見
な
が
ら

の
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
。
『
多

肉
植
物
の
寄
せ
植
え
』
で
は
、

７
種
類
程
の
小
さ
な
苗
を
土

の
入
っ
た
リ
メ
イ
ク
缶
に
割

り
箸
で
植
え
ま
し
た
。
か
わ

い
い
出
来
栄
え
に
「
ど
こ
に

飾
ろ
う
」
の
声
も
。
参
加
者

は
「
よ
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ

た
」
と
大
満
足
で
し
た
。
受

付
で
『
子
ど
も
子
育
て
支
援

法
一
部
改
定
案
の
審
議
に
対

す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
要
請
』
を
よ
び

か
け
37
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
津
島
支
部
は

３
月
11
日
「
保
育
学
習
交
流

会
」
を
開
催
し
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
兵
頭
先
生
よ
り

今
年
の
「
保
育
部
会
」
の
活

動
報
告
や
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
。
そ
の
後
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」
の
先
生
に

教
わ
り
な
が
ら
お
花
を
籠
に

さ
し
て
い
き
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
方
が
初
体
験
で
し
た

が
と
て
も
上
手
で
、
な
か
で

も
「
男
性
が
上
手
だ
」
と
先

生
が
ほ
め
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
み
ん
な
で
弁
当
（
共
済

助
成
あ
り
）
を
食
べ
な
が
ら
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

ス
ト
レ
ス
発
散
。
短
い
時
間

で
し
た
が
「
自
治
労
連
共
済
」

の
説
明
も
し
ま
し
た
。

■
久
し
ぶ
り
に
学
生
の
指
導

者
に
な
り
、
緊
張
し
ま
し
た

が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
指

導
を
通
し
て
自
分
の
勉
強
に

も
な
る
の
で
い
い
で
す
ね
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
無
事
に
本
厄
を
終
え
ま
し

た
が
、
「
た
し
か
に
厄
年
だ
っ

た
な
ぁ
」
と
思
う
こ
と
だ
ら

け
で
し
た
（
笑
）
。
健
康
の

あ
り
が
た
さ
が
身
に
沁
み
ま

す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
１
月
か
ら
３
月
の
体
感
速

度
が
半
端
じ
ゃ
な
い
で
す
。

そ
う
い
え
ば
12
月
も
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
よ
う
な
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４７１号 ２０１６年 ４月１５日

■
４
６
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ハ
ナ
ヨ
リ
ダ
ン
ゴ
」

（
花
よ
り
団
子
）
で
し
た
。

正
解
は
６
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
西

京
子
（
周
桑
病
院
）

白
石

聡
（
今

治
）

小
林

弘
樹
（
宇
和
島
）

竹
森

千
晶
（
西

予
）

吉
川

匡
希
（
大
洲
病
院
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月
27
日
【
発

表
】
４
７
３
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①いかにも得意げ、自慢げ、誇らしげなさま

④外国人が日本に来る。各国首脳が○○○○

⑦作物の苗を育てるための圃場（ほじょう)

⑧カラコルム山脈にある世界第２の高峰。

○○○○峰

⑨採光や換気のために屋根に設けた窓

【タテのカギ】
①柱や壁などにかけておく大形の時計

②大勢が一緒になって一つのものに向かう。

○○○○○○かかる

③囲碁将棋・柔道剣道などで技量を表す。

柔道三○○

⑤（英語）鎖

⑥ボクシングで選手の介添や指示にあたる人

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

全
て
の
人
に
12
桁
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


